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平成２１年１１月２４日

国土交通省 関東地方整備局

（再評価）

国道１号
小田原箱根道路

資 料 ３ － ７ － ①

関 東 地 方 整 備 局

事業評価監視委員会

（平成２１年度第３回）



1

事業評価監視委員会 道路事業 位置図
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国道１号
小田原箱根道路 ④

：再評価

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で5年間が経過している事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

⑤社会情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業
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１．事業の目的と計画の概要
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・交通の円滑化
・安全で快適な歩行空間の確保
・沿道環境の改善

（１）目的

（２）計画の概要

区 間 自）神奈川県小田原市風祭

至）神奈川県足柄下郡箱根町湯本

計画延長 Ｌ＝２．２ｋｍ

幅 員 立体部：25.2ｍ、一般部：22.0m

道路規格 第３種第２級

設計速度 ６０km/h

車 線 数 ４車線

事 業 化 平成２年度

事 業 費 約２３６億円

計画交通量 29,800台/日

かながわけん あしがらしもぐん はこねまちゆもと

かながわけん おだわらし かざまつり

標準横断図

小田原箱根道路（立体部） 小田原箱根道路（一般部）

位置図
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２．事業進捗の状況

平成２年度 事業化
平成２年１１月 都市計画決定
平成４年度 用地着手
平成８年度 工事着手
平成１７年３月 暫定２車線で一部開通（山崎ICの立体化を除く）

・国道１号小田原箱根道路の経緯
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：国道１号の交通
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山崎IC立体部の開通
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（片側２車線）

２車線
（片側１車線）
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３．事業の必要性に関する視点

・平成17年3月に小田原箱根道路の約2.0km区間が一部開通（暫定２車線）したものの有料道路（西
湘バイパス、小田原厚木道路、箱根新道）に挟まれた、国道１号に交通が集中
・箱根口ICを先頭とする渋滞等により、４０万人時間/年の渋滞損失が発生
・小田原箱根道路が完成供用することで、交通の転換が図られ、交通の円滑化が期待される

（１）交通の円滑化
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【国道１号風祭交差点付近（下り）】

事業区間に並行する国道１号の渋滞損失

渋滞損失時間：４０万人時間／年

出典：H17、H18プローブ調査結果
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0～5万人時間/km/年
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10万人時間/km/年 以上

早川JCT
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西湘バイパス

小田原厚木道路

風祭 小田原駅三枚橋

山崎IC 箱根口IC須雲川IC

板橋

箱根湯本駅

TOYO TIRES ターンパイク

小田原東IC

神奈川県平均7.6万人時間／年
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至） 東京

３．事業の必要性に関する視点
（２）安全性の確保
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・国道１号では、現在約７割の歩道が狭幅員歩道であり、歩行者が絡む事故件数は８件/年発生
・国道１号の渋滞が著しい、朝7時台（渋滞長：約930m）は、並行する生活道路に約300台の抜け道
交通が発生し、歩行者の安全性を低下

歩道未整備区間 歩道整備済区間

【生活道路を通過する車両】

■国道１号混雑時に、並行する生活道路には抜け道交通が流入

出典：交通量・渋滞長調査結果
調査日：平成21年7月7日（火）
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国
道
１
号
の
歩
行
者
事
故
件
数
（件/

年
）

出典：H15～19 ITARDAデータ

■狭幅員歩道が約７割を占める

【狭幅員歩道の状況】
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３．事業の必要性に関する視点

・小田原箱根道路の整備が、観光地へのアクセス向上に伴う観光客数増加等、地域経済の活性化
に寄与
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（３）観光産業の支援

■小田原箱根道路周辺の観光施設

大涌谷

小田原箱根道路 L=2,200ｍ

再評価対象区間再評価対象区間

箱根湯本駅前商店街
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出典：箱根町観光動向調査

■箱根町の観光客数の推移（年間計）

出典：24時間交通量調査結果（H16、H17）

■暫定供用前後の行楽シーズン（休日）における交通量の変化
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当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】
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４．費用対効果（計算条件）４．費用対効果（計算条件）

■計算条件

・基準年次 ：平成21年度
・供用開始年次 ：平成26年度
・分析対象期間 ：供用後50年間
・基礎データ ：平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ
・交通量の推計時点 ：平成42年度
・計画交通量 ：29,800（台／日）
・事業費 ：236億円

【参考：前回評価(H16)】
平成16年度
平成20年度
供用後40年間
平成11年度道路交通ｾﾝｻｽ
平成42年度
35,700（台／日）
190億円
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●国道1号上り擁壁の構造変更
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４．費用対効果（事業費変更）４．費用対効果（事業費変更）

（至）東京上り擁壁の構造変更
湯本変電所

送電線

（至）静岡

湯本変電所 (再配置)

鉄道側鉄塔

（至）静岡

（至）東京

箱根登山鉄道線

鉄道事業者との協議により、箱根登山鉄道線への影響を考慮した擁壁構造変更及び変電所施設
再配置等による、事業費の増加（増加額約４６億円）

箱根登山鉄道線への影響を考慮した構造変更による
事業費の増加（アンカー付擁壁→逆L型擁壁）

至） 東京
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４．費用対効果４．費用対効果

■■事業全体事業全体

注1）費用及び便益額は整数止めとする。
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
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基準年：平成21年度

１１億円

維持管理費

２９５億円２８４億円
１．６

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

４５９億円３億円２２億円４３４億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故

減少便益

走行経費

減少便益

走行時間

短縮便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

４億円

維持管理費

３２億円２８億円
７．８

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

２５２億円２億円１０億円２４０億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故

減少便益

走行経費

減少便益

走行時間

短縮便益便益便益((ＢＢ))
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用地

工事

用地

工事

箱根口IC～箱根新道
（山崎IC立体部除く）
【区間①】

山崎IC立体部
【区間②】

年度

５．事業進捗の見込みの視点
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工程表

・事業区間全体の用地取得率は約９８％

・「箱根新道接続道路建設促進協議会」（構成：会長小田原市長、副会長箱根町長、

顧問県議会議員）より、小田原箱根道路の早期整備に関する要望活動の実施（H19.11）
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６．今後の対応方針（原案）
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（２）事業進捗の見込みの視点

・事業区間全体の用地取得率は約９８％

・「箱根新道接続道路建設促進協議会」より、小田原箱根道路の早期整備に関する要望あり

・平成１７年３月に暫定２車線で山崎ICの立体部を除く、一部区間供用済み

（１）事業の必要性等に関する視点

・小田原箱根道路の一部開通により、並行する国道の渋滞は軽減されたものの、依然として

約４０万人時間/年の渋滞損失が発生

・国道１号の渋滞が著しい、朝7時台（渋滞長：約930m）では、並行する生活道路に約300台の

抜け道交通が発生し、歩行者の安全性を低下

・小田原箱根道路の整備が、観光地へのアクセス向上に伴う観光客数増加等、地域経済の

活性化に寄与

・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は１．６である

（３）対応方針（原案）

・事業継続
・事業の必要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である


